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1. はじめに
RC構造物の耐震補強工法や道路橋の床版補強工法とし

て連続繊維（FRP）シート接着工法が採用されている．FRP

補強材は，軽量で高強度かつ耐食性に優れており，鋼板巻
付け工法のように重機を必要とせず，現場合わせも容易で
あること等の利点があることより，近年では，広く採用さ
れている．
また，ロックシェッドのような落石防護構造物において

は，地山の経年劣化や異常気象等によって落石エネルギー
の増大化が指摘され，緩衝材の性能向上あるいは部材の耐
衝撃性向上が要求される事案も多く発生している．このよ
うな状況下，著者らはこれまでアラミド繊維 FRP（AFRP）
を用いたシート接着工法やロッド埋設工法の耐衝撃性向上
効果について実験的に検討を行ってきた1)．その結果，これ
らの工法の耐衝撃性向上効果を確認しており，特に AFRP

ロッド埋設工法の場合には，シート接着工法に比較してそ
の効果が大きいことが明らかになっている．
一方，土木構造物の補修補強工法に広く適用される FRP

材料には，AFRP補強材の他にカーボン繊維（CFRP）補強
材がある．著者らは，CFRP補強材においても AFRP補強
材と同様にシート下面接着/ロッド下面埋設工法についてそ
れぞれ実験的検討を行っている．その結果，補強材の軸剛
性を同程度に設定した場合，CFRPシートは AFRPシート
と同様の結果を示すのに対し，CFRPロッドは AFRPロッ
ドよりも早期に終局を迎えることが明らかになった2)．し
かしながら，CFRP補強材の形状が RC梁の耐衝撃挙動や
破断性状に及ぼす影響に関する詳細な比較検討は十分にさ
れていないのが現状である．
このような背景より，CFRP補強材の形状が耐衝撃性向

上効果に及ぼす影響を比較検討することを目的に，CFRP

シート/ロッドを用いて曲げ補強した RC梁を対象に重錘落
下衝撃実験を行った．

表－ 1 試験体一覧

試験 補強材の 設定重錘 実測重錘 補強材の コンクリート 主鉄筋 計算 計算 補強材
体名 種類 落下高さ 落下高さ 軸剛性 圧縮強度 降伏強度 曲げ耐力 せん断耐力 剥離/破断

H (m) H� (m) ErA (MN) f �

c (MPa) fy (MPa) Pu (kN) Vu (kN) の有無
N-S - 静的 - - 32.4 381.7 55.0 329.0 -

N-I-H2.5 2.50 2.29 -
SC-S CFRP 静的 - 16.3 32.4 381.7 106.0 329.0 剥離

SC-I-H1.0 シート 1.00 1.12 -
SC-I-H2.0 2.00 1.77 -
SC-I-H2.5 2.50 2.29 -
SC-I-H3.0 3.00 3.07 剥離

CR-S CFRP 静的 - 16.0 32.8 402.6 105.6 328.9 -
CR-I-H1.0 ロッド 1.00 0.99 -
CR-I-H2.0 2.00 2.01 -
CR-I-H2.5 2.50 2.40 406.7 106.0 破断
CR-I-H3.0 3.00 3.07 402.6 105.6 破断
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図－ 1 試験体概要

2. 実験概要
表－1には，本実験に用いた試験体の一覧を示している．
試験体は，補強の有無や，重錘落下高さを変化させた全 12

体である．表中の試験体のうち，第一項目は曲げ補強の有
無 (N：無補強，CS：CFRPシート下面接着，CR：CFRPロッ
ド下面埋設)を示し，第二項目は載荷方法（S :静載荷実験，
I：衝撃荷重載荷実験），第三項目の Hに付随する数値は設
定重錘落下高さ (m)を示している．なお，表中の実測落下
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